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人 口 の う ご き 
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７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（２） 

～

県

教

育

長

へ

～ 

 

４
月
１５
日
、
県
立
古
仁

屋
高
等
高
校
の
存
続
を
求
め
、

房
町
長
と
森
山
教
育
長
、
社

会
教
育
課
の
山
倉
課
長
が
鹿

児
島
県
庁
を
訪
れ
、
７
０
６

３
名
分
の
署
名
を
添
え
た
要

望
書
を
原
田
耕
藏
教
育
長
に

提
出
し
ま
し
た
。 

町
で
は
、
鹿
児
島
県
の
高

校
再
編
整
備
計
画
で
「
在
籍

者
数
が
定
員
の
３
分
の
２
以

下
の
状
態
が
２
年
続
い
た
場

合
は
原
則
廃
止
」
と
し
て
い

る
、
整
理
統
合
基
準
に
該
当

す
る
事
態
に
直
面
し
て
い
る

と
し
て
、
今
年
１
月
か
ら
署

名
活
動
を
開
始
、
町
の
各
機

関
に
用
紙
を
設
置
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
中
心
に
町
民
を
は
じ
め
、

本
土
在
住
の
出
身
者
や
卒
業

生
に
も
呼
び
か
け
た
ほ
か
、

在
校
生
に
お
い
て
も
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
し
た
。 

現
在
、
同
校
は
１
学
年
２

学
級
８０
人
体
制
の
全
校
定

員
２
４
０
人
で
す
が
、
過
疎

の
進
行
・
少
子
高
齢
化
に
伴

い
毎
年
定
員
割
れ
が
続
い
て

お
り
、
今
年
度
は
１
４
６
人

が
在
籍
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
奄
美
市
の
高
校
に

統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、

離
島
を
抱
え
る
本
町
に
と
っ

て
、
通
学
が
困
難
に
な
る
ば

か
り
か
、
社
会
生
活
、
経
済

活
動
等
に
多
大
な
影
響
が
あ

る
こ
と
か
ら
危
機
感
を
募
ら

せ
て
い
ま
す
。
原
田
教
育
長

は
、「
３
月
に
県
公
立
高
校
再

編
整
備
検
討
委
が
ま
と
め
た

答
申
に
基
づ
き
、
１０
年
度
中

に
高
校
の
専
門
性
の
確
保
や

教
育
水
準
の
向
上
の
観
点
か

ら
新
た
な
基
本
計
画
策
定
す

る
方
針
で
あ
る
」
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。
町
長
は
、
学

校
存
続
の
た
め
、
現
在
、
通

学
費
補
助
率
の
引
き
上
げ
や

奨
学
金
の
支
給
、
修
学
旅
行

の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
１
学
級
の
定
員

数
引
き
下
げ
や
学
科
の
増
設

を
要
望
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
町
民
を
は
じ
め
、

各
団
体
、
町
外
、
県
外
の
出

身
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      
～

早

く

も

夏

気

分 

４
月
２５
日
、
町
観
光
協
会
、

町
商
工
会
、漁
協
、青
年
団
、

な
ど
が
中
心
と
な
り
企
画
し

た
海
開
き
が
、
ヤ
ド
リ
浜
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

神
事
が
行
わ
れ
た
時
間
帯

は
、
曇
天
で
肌
寒
く
、
集
ま

っ
た
子
ど
も
た
ち
も
寒
さ
で

縮
こ
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
時
間
に

合
わ
せ
た
よ
う
に
、
太
陽
が

顔
を
だ
し
、
気
温
の
上
昇
と

と
も
に
、
浜
辺
で
は
元
気
に

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

古
仁
屋
海
上
保
安
署
に
よ

る
水
難
救
助
訓
練
や
瀬
戸
内

消
防
分
署
に
よ
る
救
命
講
習

が
あ
り
、
集
ま
っ
た
参
加
者

は
も
し
も
の
時
備
え
、
熱
心

に
受
講
し
ま
し
た
。 

         

イ
ベ
ン
ト
は
、
砂
浜
や
海

中
で
の
宝
探
し
（
お
も
ち
ゃ

や
貝
拾
い
）
が
用
意
さ
れ
、

最
後
は
保
護
者
が
童
心
に
返

り
探
し
て
い
ま
し
た
。 

 

古

高

存

続

署

名

を

提

出

戸
籍
の
取
得
が
便
利
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

ヤ

ド

リ

浜

で

海

開

き

戸
籍
の
取
得
が
便
利
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 
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～大島本島南部町村議会議員大会・研修会～ 

議員大会後の研修会で講演を行う金子県議

会議長（左）と本町の町学芸員（右） 

★こんなことを決めました・・・・・・・４～５ページ 

★一般質問（８名が登壇）・・・・・・６～１１ページ 

★委員会活動・・・・・・・・・・・・・・１２～１５ページ 

★南部議員大会・編集後記・・・・・・・・１６ページ 



 

７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会    広報せとうち（４） 

                          

    

特
別
会
計
へ
６
１
２
８
万

円
繰
出
し
（
赤
字
補
て
ん
） 

主
な
内
容
は
、
赤
字
補
て
ん

分
の
繰
出
金
と
し
て
国
民
健
康

保
険
会
計
に
２
０
０
０
万
円
、

巡
回
診
療
施
設
会
計
に
２
０
０

０
万
円
、
簡
易
水
道
会
計
に
１

１
２
８
万
円
、
船
舶
交
通
事
業

会
計
に
１
０
０
０
万
円
追
加
す

る
と
と
も
に
、
農
地
災
害
復
旧

費
８
０
０
万
円
、
林
道
災
害
復

旧
費
５
０
９
１
万
円
、
道
路
橋

梁
河
川
災
害
復
旧
費
５
６
２
８

万
円
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。 総

額
９
１
５
８
万
８
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
。 

    

工
事
内
容
は
、
防
波
堤
（
沖
）

本
体
工
１
式
（
ケ
ー
ソ
ン
製
作

１
函
）
で
㈱
町
田
建
設
と
６
６

７
５
万
９
千
円
で
契
約
し
ま
し

た
。 

    

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

給
与
を
平
成
２２
年
４
月
か
ら
１

年
間
、
５
％
減
額
す
る
も
の
で

す
。 

    

入
居
者
資
格
を
本
町
に
定
住

す
る
意
思
の
あ
る
者
と
し
、
入

居
で
き
る
期
間
を
最
長
１０
年
間

と
し
ま
し
た
。 

     
農
道
及
び
林
道
に
関
し
て
道

路
占
用
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
、

半
年
の
周
知
期
間
を
置
き
、
平

成
２２
年
１０
月
１
日
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。 

    

賛
成
者
少
数
に
よ
り
否
決 

  

機
械
の
維
持
管
理
費
な
ど
の

増
加
に
伴
い
、
ト
ラ
ク
タ
ー
使

用
手
数
料
１
時
間
あ
た
り
５
０

０
０
円
を
６
０
０
０
円
に
改
め

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
議

員
よ
り
、
農
家
へ
の
負
担
増
に

伴
う
生
産
意
欲
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
と
、
施
行
日
が
平

成
２２
年
４
月
１
日
と
な
っ
て
お

り
、
住
民
へ
の
周
知
期
間
が
な

い
こ
と
等
に
よ
る
懸
念
が
示
さ

れ
採
決
の
結
果
、
賛
成
者
４
名
、

反
対
者
５
名
の
賛
成
者
少
数

（
議
長
を
除
く
）
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 
町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正 

ふ
る
さ
と
住
宅
の
設

置
、
管
理
に
関
す
る
条

例
の
改
正 

与
路
港
改
修
工
事 

（
４
工
区
）
契
約 

手
数
料
条
例
（
ト
ラ
ク
タ

ー
使
用
料
）
の
改
正 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
８
号) 

道
路
占
用
及
び
占
用
料

徴
収
条
例
の
改
正 

第１回定例会は、３月５～２５日までの２１日間の日程で開かれ、当初予算議案 11件、

補正予算議案 15件、条例改正議案 6件、契約議案 1件、その他4件の計 37件の議案

を審議しました。（議決結果：可決 35件、修正可決 1件、否決 1件） 

特に、平成 22 年度各会計予算議案については、議長を除く 9 名で構成する予算審査

特別委員会（委員長 岡田弘通、副委員長 向野 忍）を設置して審査を行い、最終本会議

において委員長から審査報告がなされました。（意見書を町当局へ提出、次頁に掲載） 

また、一般会計予算については全会一致で増額修正が可決され、その他の予算について

は、可決されましたが、手数料条例の一部改正（トラクター使用手数料の値上げ）議案に

ついては、賛成少数により否決されました。 

（主な議案の要旨及び各会計当初予算額は次のとおりです。）                                                           

 

 

 

 

 ６月定例会では、総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会の両委員長報告がな

されました。 
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 平成２２年度一般会計予算の修正内容は、農林水産業費において、農業の振興を図るため、鳥獣

害対策及び猪捕獲・カラス駆除奨励金として 117 万円、消防費において、安全・安心のまちづく

りを推進するための消防団員の充実強化対策として 100 万円、教育費において、古仁屋高校の存

続・活性化対策として、加計呂麻島からの朝課外授業参加に伴う船舶借上げを目的とする通学費補

助132万円をそれぞれ増額修正しました。 

 

 

平成 2２年度各会計予算額は下記のとおりです。 

区  分 予 算 額  対前年度比率 

一 般 会 計        ６，９８８，９６４千円 ０．９％増 

 

特 

 

別 

 

会 

 

計 

 

巡 回 診 療      ３８９，３００千円      ６．３％増 

国 保 事 業    ２，３１２，２２８千円      ７．１％増 

国 保 直 診       ２３，４７２千円      ３．４％増 

介 護 保 険    １，３３７，１５６千円      ３．６％増 

後 期 高 齢 者 医 療      １１７，５１５千円     １３．８％減 

と 畜 場 事 業        ２，３７５千円      ３．１％減 

船 舶 交 通 事 業      ３８９，７３８千円      ７．８％減 

古仁屋港上屋事業        ３，８５６千円     ８０．８％増 

農業集落排水事業       ２７，８７４千円      １．７％減 

簡 易 水 道 事 業      ２８５，３８４千円      ２．６％減 

 

水 道 事 業 会 計 収   入 支   出 

収 益 的 収 支 １７６，１１１千円 １６４，４７２千円 

資 本 的 収 支 ２千円 ５８，６７７千円 

 

 

１．景気対策及び地域活性化のため、できうる限り公共事業等を推進し、町民所得の向上を

積極的に図られたい。 

２．ゴミ減量化と農業振興を図るための堆肥センター設置に向けた検討委員会等を早急に設

置されたい。 

３．デイゴヒメコバチ等、病害虫駆除を徹底し、環境保護対策に努められたい。 

４．安全安心のまちづくりのため、消防団訓練の充実強化体制を図られたい。 

５．教員空家住宅の有効活用を積極的に図られたい。 

６．古仁屋高校の存続活性化に向けて、強力に取り組んでいただきたい。 

７．子ども手当が円滑適正に支給されるよう図られたい。 

８．財政状況は、県下でワースト、全国で６位と、より危機的な状況にあり持続可能な財政

運営の確立を図るため、行財政改革を強力に推進されたい。 

 



 

７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（６） 

 

 

 

 

第１回定例会では、８名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。一部を 

要約して、紹介いたします。 

  なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

新
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
つ
い
て 

 
職
員
の
定
員
管
理
適
正
化
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

５
年
間
の
目
標
で
あ
っ

た
２３
人
を
大
幅
に
上
回
る
４２

人
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
新
規
採
用
職
員
を
定
年
退

職
者
の
２
分
の
１
程
度
に
抑
制

し
、
採
用
月
日
を
４
月
１
日
か

ら
１０
月
１
日
に
変
更
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

 

今
後
の
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
目
玉
に
つ
い
て 

 

各
特
別
会
計
の
健
全
化
策
と
、

歳
入
確
保
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
お
考
え
な
の

か
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
２２
年
２
月
末
現
在

の
特
別
会
計
の
収
支
状
況
は
、

差
引
総
額
で
１
８
億
７
０
０
０

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
同
月
と
比
較
し
て
、
１
億

８
５
０
０
万
円
赤
字
が
増
加

（
悪
化
）
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
資
金
繰
り
と
し
て
、

一
時
借
入
金
を
限
度
額
の
２
５

億
円
ま
で
借
り
入
れ
て
支
払
い

を
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 
議
員 
加
計
呂
麻
チ
ッ
プ
工

場
に
つ
い
て 

 

現
在
の
状
況
と
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

感
情
的
に
島
を
二
分
す
る
対

立
構
造
を
生
ま
な
い
為
に
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

お
考
え
な
の
か
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。 

 

町
長 

本
年
２
月
１２
日
に
事
業

計
画
の
再
提
出
が
あ
り
、
各
関

係
課
に
お
い
て
精
査
中
で
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
企
業
進

出
に
関
し
そ
の
事
業
を
差
し
止

め
る
権
限
は
無
く
、
法
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
各
計
画
が
了
承
で

き
る
内
容
か
ど
う
か
の
判
断
、

法
に
基
づ
い
て
各
種
申
請
や
届

け
出
を
な
さ
れ
て
い
る
か
の
指

導
、
町
有
地
の
貸
し
借
り
若
し

く
は
町
有
林
の
売
却
等
に
つ
い

て
の
可
否
を
決
定
す
る
事
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
各
関
係
課
に
お
い

て
精
査
終
了
後
、
町
振
興
開
発

審
議
会
へ
諮
問
し
、
審
議
委
員

の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を

お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

消
防
団
・
各
集
落
の

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

つ
い
て 

 

町
内
全
域
で
過
疎
化
や
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
非
常
備
消
防
の

担
う
役
割
は
大
き
い
と
思
わ
れ

る
が
、
団
組
織
の
強
化
や
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
強
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち

な
の
か
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

 

町
長 

町
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
と
共
に
、
消
防
分
署
と
連
携

協
力
し
て
消
防
団
を
含
め
た
集

落
自
主
防
災
組
織
の
初
期
消
火

訓
練
や
、
避
難
訓
練
等
を
実
施

し
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

景
観
・
観
光
に
つ
い

て 

 

景
観
法
が
２
０
０
４
年
に
法

整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

林 健二議員 

中村義隆議員 
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町
に
お
い
て
は
、
ど
の
程
度
景
観

整
備
な
さ
れ
て
い
る
か
お
尋
ね

致
し
ま
す
。 

 

町
長 

本
町
に
お
い
て
の
景
観

整
備
に
つ
い
て
は
、
景
観
法
に

則
っ
て
の
整
備
は
行
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
数
年
前
に
図
書
館

郷
土
館
の
学
芸
員
が｢

与
路
島

の
サ
ン
ゴ
の
石
垣
と
ソ
テ
ツ

畑｣

、｢

須
子
茂
集
落
の
生
垣
と

ノ
ロ
祭
祀
空
間｣

を
文
化
的
景

観
に
申
請
し
て
二
次
審
査
ま
で

残
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

全
町
民
活
動
に
つ

い
て 

 

福
祉
施
設
に
贈
る
車
い
す
の

費
用
に
充
て
ら
れ
る
空
き
缶
の

｢

プ
ル
タ
ブ｣

収
集
運
動
を
全
町

民
に
呼
び
か
け
る
音
頭
は
と
れ

な
い
も
の
か
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

 

町
長 

こ
の
運
動
を
全
町
民
に

呼
び
か
け
て
行
え
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町

に
は
、
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
量

の
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム
が
な
く
、

今
後
関
係
課
と
検
討
や
協
議
を

要
す
る
事
項
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

公
園
整
備
に
つ
い

て 

 
瀬
久
井
住
宅
Ｄ
棟
前
の
通
称

｢

カ
メ
公
園｣

の
土
管
に
土
を
盛

っ
て
あ
る
遊
具
は
土
管
の
中
に

土
砂
や
猫
の
糞
な
ど
で
衛
生
的

に
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

撤
去
し
て
東
屋
な
ど
で
き
な
い

か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

土
管
の
撤
去
に
つ
き
ま

し
て
は
、
衛
生
面
で
も
好
ま
し

く
な
く
、
ま
た
あ
ま
り
利
用
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
撤

去
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
屋
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

補
助
事
業
等
導
入
で
き
な
い
か
、

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

教
育
振
興
に
つ
い

て 

 

廃
校
の
跡
地
に
つ
い
て
再
利

用
計
画
の
お
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
空
き
教
員
住
宅
の
一
般
開
放

に
つ
い
て
の
お
考
え
は
な
い
の

か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

廃
校
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
の
有
効
利
用
及

び
地
域
活
性
化
と
い
う
観
点
か

ら
、
転
用
及
び
民
間
へ
の
貸
与

も
含
め
、
再
利
用
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

空
き
教
員
住
宅
の
一
般
開

放
に
つ
い
て
は
、
設
置
目
的
で

あ
る
教
職
員
宿
舎
と
し
て
の

需
要
が
真
に
な
く
な
っ
た
場

合
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

議
員 

環
境
整
備
に
つ
い
て 

瀬
久
井
船
溜
り
の
救
急
艇
の

着
岸
場
所
か
ら
町
道
へ
出
る
ま

で
、
護
岸
敷
を
通
り
ま
す
が
、
町

道
へ
出
る
直
前
の
２０
ｍ
ぐ
ら
い

が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
路

面
が
え
ぐ
ら
れ
て
救
急
車
の
走

行
に
支
障
を
来
た
し
て
い
ま
す
。

一
刻
を
争
う
救
急
医
療
で
あ
り

ま
す
の
で
、
舗
装
の
必
要
性
を
感

じ
ま
す
が
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

現
地
を
調
査
し
た
結
果
、

路
面
の
悪
い
状
況
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
大
島
支
庁
瀬
戸

内
事
務
所
に
平
成
２２
年
度
の
県

単
事
業
に
て
舗
装
工
事
を
実
施

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。
事
業
が
採
択
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
応
急
措
置
と
し
て
、

採
石
等
に
よ
る
補
修
を
早
急
に

行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

本
生
間
の
桟
橋
の
新

設
に
つ
い
て 

 

現
在
の
本
生
間
の
桟
橋
は
、
と

て
も
浅
く
、
接
岸
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
の
用
を
な
し
て
い
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
夜
中
で
あ
っ
て
も

約
１
㎞
近
く
の
陸
路
を
生
間
の

方
ま
で
行
き
、
そ
の
桟
橋
を
使
っ

て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
生
活

に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、
こ
の

際
、
新
し
く
造
り
か
え
る
こ
と
を

考
え
て
は
い
か
が
な
も
の
か
、
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

本
生
間
地
区
は
古
仁
屋

港
の
港
湾
区
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
所
管
は
鹿
児
島
県
で
あ

り
ま
す
が
、
既
設
の
木
造
桟
橋

は
昭
和
４４
年
に
町
単
事
業
で
整

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
、

満
潮
時
を
利
用
し
て
接
岸
し
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
利
便
性
が 

安 和弘議員 
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悪
い
こ
と
は
確
か
で
す
の
で
、

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

ふ
る
さ
と
の
文
化
保

護
に
つ
い
て 

 

島
で
言
う
３
月
３
日
（
さ
ん
が

つ
さ
ん
ち
）
の
件
で
、
お
年
寄
り

の
中
に｢

海
に
入
っ
た
ら
、
漁
協

か
ら
怒
ら
れ
る｣

と
本
気
で
怖
が

っ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。｢

さ
ん
が
つ
さ
ん
ち｣

と
は
、

遠
い
昔
か
ら
家
中
で
子
供
か
ら

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

重
箱
を
こ
し
ら
え
て
、
浜
に
下
り

て
海
に
つ
か
り
、
年
に
一
度
海
か

ら
の
贈
り
物
を
い
た
だ
く
伝
統

行
事
で
、
文
化
で
あ
り
ま
す
。
そ

う
は
思
わ
れ
な
い
か
、
お
年
寄
り

が
安
心
で
き
る
お
答
え
を
期
待

い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

奄
美
大
島
や
沖
縄
県
に

は
旧
暦
の
３
月
３
日
に
は
海
の

も
の
を
食
べ
る
と
い
う
言
い
伝

え
が
残
っ
て
お
り
、
歴
史
的
に

も
慣
習
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
小
中
学
校
で
も
午
後
か

ら
休
校
と
し
、
３
月
３
日
の
行

事
を
体
験
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

漁
協
の
方
と
し
ま
し
て
も
、
年

に
一
度
の
行
事
で
も
あ
り
、
又
、

歴
史
的
に
も
慣
習
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
常
識
の
範
囲
内

で
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
、

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

産
業
の
振
興
と
雇

用
創
出
に
つ
い
て 

 

国
の
１０
年
度
農
業
農
村
整
備

関
係
予
算
は
前
年
比
３
６
．
９
％

減
と
な
り
、
農
業
振
興
に
大
き
な

影
響
が
出
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
が
、
本
町
へ
の
影
響
は
ど
う
な

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

町
長 

農
業
農
村
整
備
費
の
激

減
に
よ
る
本
町
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
が
本
年
度
で
完
了
と
な

り
、
平
成
２２
年
度
か
ら
は
農
地

環
境
整
備
事
業
を
導
入
し
、
初

年
度
は
実
施
に
向
け
た
測
量
設

計
を
予
定
し
て
お
り
、
現
段
階

で
本
町
へ
の
影
響
は
少
な
い
も

の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
実
施

を
伴
う
予
算
確
保
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
世
界

的
に
捕
獲
禁
止
の
状
況
に
あ
り
、

本
町
は
、
日
本
一
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

養
殖
産
地
で
あ
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ

に
よ
る
産
業
雇
用
の
創
出
を
図

る
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
町
長
の
見
解
を
お
伺
い

し
ま
す
。 

 

町
長 

現
在
本
町
に
は
、
民
間

の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
者
３
業

者
と
学
校
法
人
、
独
立
行
政
法

人
の
２
法
人
の
合
わ
せ
て
５
団

体
が
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
研
究
や
販

売
に
よ
る
養
殖
事
業
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
町
と
し
ま
し

て
も
，
日
本
一
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

養
殖
産
地
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
産
業
雇
用
の
創
出
も

考
え
、
関
連
企
業
に
対
し
て
行

政
と
し
て
で
き
る
限
り
の
協
力

を
行
い
、
完
全
養
殖
が
安
定
し
、

地
元
住
民
の
養
殖
事
業
参
加
の

増
等
、
雇
用
の
安
定
が
図
ら
れ

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

共
生
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て 

 

人
材
の
育
成
、
住
民
自
治
組
織

の
結
成
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状

況
と
瀬
戸
内
町
民
参
画
条
例
・
ま

ち
づ
く
り
会
議
条
例
制
定
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。 

 

町
長 

町
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
各
講
師
を
招
聘
し
講
演
会
を

開
催
し
て
住
民
自
治
意
識
の
高

揚
や
啓
発
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

本
年
度
に
は
、
町
職
員
を
各

集
落
担
当
と
し
て
配
置
す
る

｢

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職
員
配

置
要
綱｣

案
を
作
成
し
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
集
落
へ
の
説
明
や

職
員
の
勉
強
会
等
を
開
催
し

｢

ま
ち
づ
く
り
協
議
会｣

を
設
立

す
る
考
え
で
あ
り
、
設
立
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な

審
議
や
検
討
を
進
め｢

町
づ
く

り
基
本
条
例｣

・｢

瀬
戸
内
町
町

民
参
画
条
例｣

や｢

瀬
戸
内
町
ま

ち
づ
く
り
会
議
条
例｣

、
規
則
等

の
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。 

  

 

 

岡田弘通議員 
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議
員 

政
策
に
つ
い
て 

一
．
町
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を

明
確
に
、
共
生
・
協
働
の
街
づ
く

り
の
成
果
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

二
．
自
助
・
共
助
の
仕
組
み
を
再

生
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

に
つ
い
て
の
成
果
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

三
．
町
民
が
地
域
の
行
政
に
参
画

し
て
、
地
域
行
政
の
決
定
者
と
し

て
の
役
割
が
地
域
力
と
あ
る
が
、

地
域
行
政
と
は
、
決
定
者
と
は
誰

を
指
し
て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

 

町
長 

一
～
三
の
質
問
に
つ
い

て
は
、
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
成
果
を
お
聞
き
で
す

の
で
一
括
し
て
お
答
え
い
た
し

ま
す
。 

 

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
地

域
住
民
、
地
域
企
業
、
行
政
機

関
等
が
協
働
し
て
役
割
分
担
を

行
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
こ
れ
ら
の
実
情
を
踏

ま
え
、
昨
年
度
策
定
し
た
長
期

振
興
計
画
に
共
生
・
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り｢

地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
仕
組
み
づ

く
り｣

を
基
本
に
位
置
づ
け
、
そ

の
推
進
に
必
要
な
事
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

ど
の
よ
う
な
自
立
・
自

興
政
策
を
さ
れ
た
の
か
お
尋
ね

致
し
ま
す
。 

 

町
長 

行
政
改
革
指
標
・
農
業

生
産
額
・
製
造
品
出
荷
額
・
事

業
所
数
な
ど
９
つ
の
成
果
指
標

が
全
国
平
均
以
上
に
向
上
し
た

場
合
に
割
増
措
置
す
る
こ
と
と

し
、
特
別
交
付
税
に
お
い
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
た

め
の
経
費
を
措
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

議
員 

町
政
の
方
策
に
つ

い
て 

 

農
業
振
興
に
つ
い
て
お
尋
ね

致
し
ま
す
。 

 

町
長 

耕
作
放
棄
の
現
状
を
徹

底
調
査
し
、
や
る
気
の
あ
る
農

業
経
営
を
主
流
と
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
、｢

遊
休
地

解
消
対
策
室｣

を
中
心
と
し
た

さ
と
う
き
び
、
野
菜
、
果
樹
、

肉
用
牛
飼
料
畑
の
遊
休
地
開
墾

に
よ
る
生
産
農
家
の
計
画
的
規

模
拡
大
を
図
り
、
生
産
面
積
の

拡
大
と
生
産
額
増
大
を
推
進
し

て
い
ま
す
。 

 

議
員 

漁
業
振
興
に
つ
い
て
お

尋
ね
致
し
ま
す
。 

 

町
長 

漁
協
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
と

生
産
性
の
効
率
化
を
促
進
し
、

既
存
漁
業
の
推
進
は
勿
論
の
こ

と｢

捕
る
漁
業｣

か
ら｢

資
源
管

理
型
漁
業｣

へ
の
転
換
や
水
産

物
の
需
要
拡
大
、
魚
食
普
及
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
よ
り

生
産
性
の
高
い
安
定
し
た
水
産

業
の
振
興
策
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

 

 

議
員 

ゴ
ミ
対
策
に
つ
い

て 

 

本
町
の
人
口
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
処
理
費
は
増
大

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。 

①
処
理
費
の
増
大
の
要
因
は
、

ど
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
ま

す
か
。 

②
今
後
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

 

町
長 

①
昨
年
８
月
名
瀬
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
本
町
の

一
部
事
業
系
の
可
燃
ゴ
ミ
を
こ

れ
ま
で
奄
美
市
分
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
い
た
も
の
を
瀬
戸
内

町
へ
カ
ウ
ン
ト
（
請
求
）
し
ま

す
。
と
の
通
知
が
あ
り
８
月
か

ら
処
理
費
用
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
、
瀬
戸
内
町
の
事

業
者
、
個
々
と
の
契
約
は
行
な

っ
て
お
ら
ず
、
本
町
か
ら
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
さ
れ
た
可
燃
ゴ
ミ

は
、
す
べ
て
本
町
と
の
契
約
の

も
と
に
生
じ
る
処
分
手
数
料
と

し
て
、
町
の
方
で
支
払
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
昨
年
秋
以
降
、
該
当
事
業
者

等
と
の
協
議
の
結
果
、
２１
年
８

月
分
か
ら
２２
年
１
月
ま
で
の
超

過
分
に
つ
い
て
、
町
の
条
例
に

基
づ
き
手
数
料
納
入
を
依
頼
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
事
業
者
に
生
ゴ
ミ
処 

岩井義照議員 

池田啓一議員 



 

７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（１０）  

理
な
ど
の
自
主
処
理
を
行
っ
て

も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努

め
て
も
ら
う
よ
う
、
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
チ
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
事
業
計
画
に
つ

い
て ①

昨
年
あ
り
ま
し
た
本
島
側

の
瀬
戸
内
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
事

業
計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。 

②
加
計
呂
麻
チ
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
事
業
計
画
を
知
っ
た
の
は
い

つ
で
す
か
。 

③
反
対
の
方
々
の
署
名
運
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
民
意
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。 

④
こ
の
事
業
計
画
の
今
後
の

対
応
は
。 

 

町
長 

①
か
ら
④
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
括
し
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。
本
島
側
の
瀬
戸
内
チ

ッ
プ
セ
ン
タ
ー
事
業
計
画
に
つ 

 

い
て
は
、
久
慈
地
区
の
工
場
建

設
予
定
地
の
諸
案
件
の
解
決
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
事

業
者
が
断
念
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
篠
川
地
区
に
場
所
を
変
え

て
町
有
地
の
借
用
願
い
と
事
業

計
画
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
該
地
は
奄
美
の
ク
ロ
ウ
サ
ギ

等
希
少
野
生
動
物
の
生
息
地
で

あ
る
こ
と
と
奄
美
市
の
企
業
が

進
め
て
い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ

ン
ト
工
場
建
設
地
の
上
流
に
あ

た
る
た
め
、
町
有
地
の
貸
付
が

で
き
な
い
旨
を
事
業
者
へ
回
答

し
ま
し
た
。 

加
計
呂
麻
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
事
業
計
画
書
が
提
出
さ

れ
た
の
は
、
平
成
２２
年
１
月
２９

日
の
午
後
で
あ
り
ま
す
。
２
月

１２
日
以
降
森
林
伐
採
に
反
対
す

る
方
々
の
陳
情
書
や
署
名
簿
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
計

呂
麻
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
か
ら
再

提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
等
を

精
査
中
で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た 

民
意
等
も
含
め
、
今
後
は
、
町

振
興
開
発
審
議
会
等
の
ご
意
見

や
ご
提
言
を
お
聞
き
し
な
が
ら

慎
重
に
対
処
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

加
計
呂
麻
島
の
将

来
に
つ
い
て 

一
、
加
計
呂
麻
島
を
始
め
と
す
る
、

小
規
模
校
の
教
育
環
境
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
本
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

へ
き
地
交
流
学
習

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
に
お
い
て
は
、
集
団

生
活
の
喜
び
や
生
活
の
在
り

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
教
師

は
自
校
で
は
経
験
で
き
な
い

単
式
授
業
の
指
導
法
を
研
修

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
交
流
学
習
の
場

を
広
げ
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
チ
ッ
プ
工
場
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

①
こ
の
計
画
は
い
つ
知
っ
た

の
か
。 

②
事
業
計
画
書
の
中
に
、
加

計
呂
麻
島
、
請
島
、
与
路
島
三

島
島
民
会
議
か
ら
の
嘆
願
書
が

出
て
お
り
ま
す
、
こ
の
こ
と
を

承
知
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
。 

③
観
光
大
使
の
山
田
洋
次
監

督
に
ど
う
し
て
毎
年
こ
の
島
に

来
ら
れ
る
の
で
す
か
と
、
町
長

が
尋
ね
た
時
、
山
田
洋
次
監
督

は
「
こ
こ
は
実
に
自
然
が
素
晴

ら
し
い
、
日
本
で
こ
の
よ
う
な

美
し
い
自
然
が
残
っ
て
い
る
所

は
こ
こ
し
か
な
い
で
す
か
ら
」

と
答
え
ま
し
た
か
。 

④
今
後
の
対
応
は
。 

 

町
長 

①
１
月
２９
日
、
加
計
呂

麻
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
か
ら
事
業

計
画
書
が
出
て
分
か
り
ま
し
た
。 

②
嘆
願
書
た
る
物
は
私
は
全

然
見
て
い
ま
せ
ん
。 

③
監
督
は
そ
の
様
な
話
を
し

た
と
思
い
ま
す
。 

④
事
業
計
画
書
を
精
査
後
、

町
の
振
興
開
発
審
議
会
へ
諮
問

し
、
ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
聞

き
し
ま
す
。 

 

議
員 

集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
つ
い
て 

行
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
事

業
の
見
直
し
や
行
政
の
ス
リ
ム

鎌田愛人議員 

３月定例会では多くの方々が傍聴 

に訪れました 
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化
を
図
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た

「
瀬
戸
内
町
新
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
、
今
回
新
た
に
組
み
込
ま

れ
た
項
目
・
内
容
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

担
当
職
員
の
配
置
、「
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
設
置
。 

②
新
規
職
員
採
用
者
の
採
用

月
日
の
変
更
、
定
年
退
職
日
の

変
更
に
つ
い
て
の
検
討
。 

⑧
「
へ
き
地
診
療
所
運
営
委

員
会
」
等
の
設
置 

⑨
上
水
道
事
業
の
中
で
本

島
側
の
既
存
の
簡
易
水
道
及

び
飲
料
水
供
給
施
設
の
一
本

化
。 ⑩

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
健

全
化
対
策
。 

⑪
船
舶
交
通
事
業
の
経
営
健

全
化
対
策
「
船
舶
交
通
事
業
運

営
委
員
会
」
等
の
設
置
。 

＊
主
な
も
の
１２
項
目
の
中
か
ら

６
項
目
を
抜
粋 

  

 

 

 

議
員 

こ
れ
か
ら
の
自
治

体
の
姿
に
つ
い
て 

 
地
方
自
治
体
の
姿
は
自
己
決

定
、
自
己
責
任
、
自
己
負
担
の
原

則
に
基
づ
き
大
き
く
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
体
経
営

を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か

町
長
に
伺
い
ま
す
。 

一
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割

と
は
何
か
。 

 

町
長 

地
域
を
側
面
的
に
支
援

し
、
住
民
の
自
治
意
識
の
醸
成

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
牽
引

し
、
支
え
る
人
材
の
育
成
な
ど
、

発
芽
を
促
す
「
基
盤
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
自
治
体
を
変
え
る

ポ
イ
ン
ト
は
ど
う
い
う
も
の
が

考
え
ら
れ
る
か
。 

 

町
長 

住
民
意
思
の
行
政
施
策

へ
の
反
映
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
住
民
参
画
を
可
能
に

し
、
保
証
す
る
体
制
の
整
備
が

急
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
新
し
い
自
治
体
の

姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
る
か
。 

 

町
長 

本
町
の
持
つ
自
然
や
文

化
的
資
源
等
を
最
大
限
に
活
か

し
つ
つ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

あ
る
い
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
共
有
で
き
る
将
来
像

を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ

て
協
働
努
力
し
て
い
く
こ
と
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

観
光
の
振
興
に
つ

い
て 

一
、
本
町
へ
の
観
光
客
の
推
移
と

経
済
効
果
（
数
値
）
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
１９
年
度
１
２
万
７

７
９
６
人
、
平
成
２０
年
度
１
２

万
７
９
５
４
人
、
平
成
２１
年
度

１
３
万
１
０
９
人
で
あ
り
、
経

済
効
果
と
し
て
約
３３
億
円
と
算

出
し
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
「
に
ほ
ん
の
里
１００

選
」
・
「
島
の
宝
１００
景
」
に
選
定

さ
れ
た
加
計
呂
麻
島
・
与
路
島
・

請
島
の
観
光
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

観
光
コ
ー
ス
設
定
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

個
人
旅
行
や
修
学
旅
行
に
お
け

る
Ｐ
Ｒ
活
動
等
積
極
的
に
活
用

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
「
観
光
対
策
協
議
会
（
仮
称
）」

等
を
設
立
し
、
加
計
呂
麻
、
請
島
、

与
路
島
を
軸
と
し
た
滞
在
型
・
体

験
型
観
光
の
確
立
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

観
光
協
会
を
中
心
に
展

開
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
チ
ッ
プ

工
場
問
題
に
つ
い
て 

本
町
と
し
て
の
考
え
方
、
姿
勢
、

立
場
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
町
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

再
提
出
さ
れ
た
事
業
計

画
書
の
精
査
が
終
わ
り
関
係
資

料
が
調
い
次
第
、
町
振
興
開
発

審
議
会
や
自
然
保
護
審
議
会
等

に
諮
問
し
、
審
査
委
員
の
皆
様

方
の
ご
意
見
ご
提
言
を
賜
り
対

処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

向野 忍議員 
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西
方
地
区
に
お
い
て
の
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
自
主
防
災
組

織
も
機
能
し
な
い
状
態
の
集
落

が
点
在
し
て
い
る
う
え
、
近
年
、

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
３
名
発

生
す
る
な
ど
、
安
心
安
全
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
宇
検
村
域

も
視
野
に
入
れ
た
防
火
・
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
消

防
分
駐
所
設
置
の
可
能
性
を
探

る
目
的
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

２
月
１０
日
、
本
町
総
務
課
、

瀬
戸
内
分
署
の
各
担
当
者
か
ら

説
明
を
求
め
ま
し
た
。 

 

西
方
（
久
慈
）
地
区
に
分
駐

所
を
設
置
す
る
場
合
、
約
１
億

３
３
０
０
万
円
の
経
費
が
か
か

り
、
す
べ
て
本
町
の
負
担
で
あ 

 

る
の
で
、
分
駐
所
の
設
置
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。 

２
月
１２
日
、
奄
美
市
の
大
島

地
区
消
防
本
部
に
お
い
て
、
大

島
地
区
消
防
組
合
の
再
編
計
画
、

本
町
西
方
（
久
慈
）
地
区
へ
の

分
駐
所
設
置
、
本
部
経
費
の
各

市
町
村
負
担
割
合
等
の
調
査
を

行
な
い
ま
し
た
。 

 

再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、
県

指
導
の
も
と
、
常
備
消
防
の
広

域
化
を
推
進
し
、
平
成
２４
年
度

を
目
途
に
県
域
７
消
防
本
部
体

制
の
実
現
を
図
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。 

西
方
（
久
慈
）
地
区
へ
の
分

駐
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
賛
成

で
は
あ
る
が
、
経
費
は
す
べ
て

瀬
戸
内
町
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
財
政
面
で
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
と
の
見
解
で
あ
り

ま
し
た
。 

 

本
部
経
費
約
２
億
２
０
０
０

万
円
の
負
担
割
合
は
、
奄
美
市

５
１
．
８
％
、
瀬
戸
内
町
１
６
．

７
％
、
喜
界
町
１
２
．
６
％
、

龍
郷
町
１
０
．
１
％
、
宇
検
村

４
．
５
％
、
大
和
村
４
．
３
％

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

委
員
か
ら
、
本
町
の
持
つ
特

殊
な
地
域
性
を
消
防
組
合
と
し

て
考
慮
す
べ
き
で
な
い
か
、
又
、

組
合
と
し
て
の
給
与
体
制
の
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
り
、
消
防
長
よ
り
、

今
後
、
大
島
地
区
消
防
組
合
再

編
計
画
の
中
で
給
与
体
制
の
一

本
化
や
人
事
交
流
等
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
で
調
査
を
終
了
し
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま

し
た
。 

『
大
島
地
区
消
防
組
合
分
駐

所
の
設
置
に
つ
い
て
の
調
査
』

意
見 

 

久
慈
地
区
へ
の
消
防
分
駐
所

設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
の
、

現
在
の
本
町
の
財
政
状
況
を
鑑

み
る
と
早
急
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
財
源
確
保
等
に
お
い
て
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政

と
し
て
最
重
要
施
策
で
あ
り
、

今
後
、
宇
検
村
と
の
協
議
や｢

消

防
広
域
化
運
営
協
議
会｣

で
も

議
論
を
深
め
、
長
期
的
視
野
に

お
い
て
分
駐
所
設
置
の
可
能
性

に
つ
い
て
今
後
と
も
探
る
べ
き

重
要
課
題
と
す
る
。 

 

そ
の
間
、
自
主
防
災
組
織
の

指
導
・
訓
練
の
強
化
や
消
防
団

組
織
の
強
化
の
た
め
、
団
員
・

地
域
の
訓
練
回
数
を
増
や
す
な

ど
地
域
防
災
組
織
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
消
防
団
予
算
の

増
加
も
図
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

 

 

 

  第１回（３月）定例会では、総務経済常任委員会（向野 忍委員長）、文教厚生常任委員

会（鎌田愛人委員長）、活力あるまちづくり調査特別委員会（岡田弘通委員長）に付託され

ていた案件に対しての委員長報告がなされました。（要旨は次のとおりです。） 

（要旨は次のとおりです。） 

所
管
事
務
調
査 

『
大
島
地
区
消
防
組
合
分
駐

所
の
設
置
に
つ
い
て
の
調
査
』 

 

体制の充実強化が望まれる 

消防組合瀬戸内分署 



 

広報せとうち（１３）  ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

          

町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
小

規
模
校
の
現
状
を
調
査
把
握
し
、

学
校
規
模
適
正
化
及
び
小
規
模

校
特
別
認
可
制
度
を
活
用
し
て

い
る
県
内
先
例
地
の
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
小
規

模
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

２
月
８
日
か
ら
１６
日
ま
で
の

延
べ
６
日
間
に
亘
り
、
町
内
の

古
仁
屋
小
学
校
、
古
仁
屋
中
学

校
、
阿
木
名
小
中
学
校
を
除
く

１６
校
を
訪
問
し
、
次
の
四
点
に

つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
し
た
。 

調
査
事
項 

一
、
学
校
経
営
で
特
に
重
視
し

て
い
る
こ
と 

二
、
学
校
教
育
で
特
に
重
視
し

て
い
る
こ
と 

三
、
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
の

プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面 

四
、
本
町
の
小
規
模
校
に
お
け

る
教
育
環
境
に
つ
い
て
の
提

言
・
意
見 

尚
、
紙
面
の
都
合
上
、
調
査

事
項
三
、
の
み
の
掲
載
と
い
た

し
ま
す
。 

調
査
事
項 

 

三
．
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
の 

プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
全 

 

４
校
集
合
学
習
（
須
子
茂
、
西
阿
室
、 

俵
、
薩
川
小
）
に
て
元
気
よ
く
学
習 

発
表
す
る
低
学
年
の
児
童
た
ち 

体
的
意
見
は
次
の
と
お
り
で
あ 

り
ま
し
た
。 

●
教
育
課
程
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
き
め
細
か
な
指
導
、
見
逃
さ

ず
、
わ
か
る
ま
で
指
導
が
で
き

る
。 

・
発
表
す
る
人
数
が
少
な
い
の

で
、
テ
ン
ポ
よ
く
授
業
が
で
き

る
。 

・
一
人
一
人
に
目
が
届
き
、
個

に
応
じ
た
指
導
が
徹
底
で
き
る

（
個
別
指
導
） 

・
多
く
の
場
を
体
験
さ
せ
ら
れ

る
（
発
表
会
等
）、
読
書
の
機
会

が
多
い
（
親
子
読
書
会
） 

・
行
事
へ
の
参
加
者
が
多
い
。 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
中
学
校
に
お
い
て
は
理
科
、 

美
術
の
専
門
教
諭
が
ほ
し
い
。 

（
加
計
呂
麻
に
お
い
て
音
楽
は 

県
予
算
で
町
が
講
師
派
遣
） 

・
専
門
的
指
導
を
受
け
ら
れ
な

い
（
免
許
外
） 

●
児
童
・
生
徒
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
集
団
と
し
て
団
体
活
動
が
し

や
す
い
。 

・
地
域
行
事
、
学
校
行
事
は
一

人
一
人
が
主
役
で
あ
る
。 

・
生
徒
指
導
上
の
問
題
が
な
い
。

お
互
い
が
認
め
て
い
る
。 

・
素
直
で
あ
る
、
思
い
や
り
が

あ
る
、
や
さ
し
い
、
子
ど
も
同

士
の
仲
が
良
い
。 

・
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
が
あ

る
。 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
思
考
の
練
り
上
げ
が
不
足
、

競
争
意
識
が
不
足
。 

・
多
様
な
学
習
形
態
が
で
き
な

い
。 

・
体
育
、
音
楽
（
合
唱
、
合
奏
）

の
内
容
が
せ
ば
め
ら
れ
る
。 

・
い
ろ
ん
な
人
と
の
共
同
体
験

が
で
き
な
い
、
友
人
関
係
の
な

れ
あ
い
固
定
化
。 

・
集
団
と
し
て
の
向
上
意
識
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
る
こ

と
が
難
し
い
。 

・
マ
ン
ネ
リ
化
、
刺
激
が
少
な

い
、
成
績
が
序
列
化
し
や
す
い
。 

 

・
職
員
だ
け
の
情
報
し
か
入
ら

な
い
（
多
様
な
考
え
、
見
方
） 

・
い
ろ
ん
な
部
活
動
が
で
き
な

い
（
競
争
心
に
か
け
る
） 

・
話
し
合
い
や
、
多
く
の
意
見

が
聞
け
な
い
。 

・
競
争
心
が
育
た
な
い
、
団
体

競
技
が
な
り
た
た
な
い
。 

・
担
任
に
対
し
甘
え
が
で
き
る
。 

・
集
団
思
考
、
グ
ル
ー
プ
学
習

が
で
き
な
い
。
集
団
種
目
（
球

技
が
で
き
な
い
） 

・
体
力
、
気
力
、
精
神
力
が
育

た
な
い
。 

・
集
団
の
規
律
（
自
覚
、
競
争

心
、
協
力
性
、
協
調
性
等
）
が

育
た
な
い
。 

所
管
事
務
調
査 

『
小
規
模
校
に
お
け
る
教
育

環
境
に
関
す
る
調
査
』 

中
間
報
告 

 

子供たちから質問を受ける文

教厚生委員（須子茂小にて） 



 

７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（１４） 

・
異
年
齢
集
団
は
あ
る
が
リ
ー

ダ
ー
性
、
責
任
感
が
育
た
な
い
。 

・
自
主
性
、
責
任
感
が
育
た
ず
、

許
さ
れ
る
と
い
う
甘
え
が
芽
生

え
る
。 

・
社
会
体
験
が
少
な
く
多
人
数

で
、
も
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
い

の
で
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
の

た
く
ま
し
さ
を
身
に
付
け
さ
せ

に
く
い
。
ま
た
、
進
路
を
考
え

る
情
報
量
が
少
な
い
。 

●
教
職
員
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
職
員
間
、
地
域
と
の
連
絡
・

連
携
が
取
り
や
す
い
。 

・
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
で
き

る
。
共
通
理
解
が
で
き
る
。
協

力
体
制
が
と
れ
る
。 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
校
務
分
掌
等
の
負
担
が
大
き

い
。 

●
事
務
情
報
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
全
員
に
情
報
が
行
き
届
く
。

事
務
の
分
担
を
明
確
に
で
き
る
。 

・
突
発
的
な
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
る
（
自
然
災
害
や
人
為

的
な
犯
罪
、
校
外
学
習
活
動
の

変
更
、
学
校
行
事
の
変
更
等
に

対
応
し
や
す
い
） 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
絶
え
ず
学
校
存
続
に
向
け
て

工
夫
・
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

  

校
舎
の
老
朽
化
や
雨
漏
り
が 

 

目
立
つ
町
内
の
各
学
校 

●
施
設
設
備
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
教
育
機
器
や
備
品
関
係
が
一 

人
一
人
に
行
き
届
く
。 

・
ゆ
と
り
あ
る
空
間
と
し
て
設

備
を
使
用
で
き
る
。 

・
備
品
の
扱
い
が
丁
寧
で
長
持

ち
す
る
。
環
境
緑
化
が
充
実
す

る
。 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
使
わ
な
い
空
間
、
設
備
が
あ

り
老
朽
化
が
目
立
つ
。
人
数
不

足
か
ら
清
掃
が
不
徹
底
。 

・
安
全
点
検
後
の
修
理
に
時
間

が
か
か
る
。
環
境
整
備
に
手
が

回
ら
な
い
。 

●
関
係
機
関
に
お
い
て 

プ
ラ
ス
面 

・
保
護
者
、
地
域
と
の
距
離
が

近
い
、
情
報
が
入
り
や
す
い
。 

・
細
や
か
に
、
見
守
り
な
が
ら

地
域
が
協
力
的
。 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
出
席
率
が
高
い
。

学
校
評
議
員
会
の
充
実
が
図
れ

る
。 

・
隣
接
校
と
の
連
携
が
図
れ
る

（
同
じ
境
遇
） 

・
学
校
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を

作
り
や
す
い
（
児
童
生
徒
、
保

護
者
、
学
校
職
員
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
推
進

し
や
す
い
） 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
ま
と
ま
り

よ
く
、
小
回
り
が
き
き
、
協
力

要
請
に
も
速
や
か
に
応
じ
る
。

輪
番
的
な
役
員
交
代
が
可
能
で

あ
り
改
選
時
の
苦
労
が
少
な
い
。 

マ
イ
ナ
ス
面 

・
Ｐ
戸
数
が
少
な
い
た
め
、
役

員
交
代
の
サ
イ
ク
ル
が
早
い
。 

以
上
が
町
内
に
お
い
て
の
小

規
模
校
で
あ
る
こ
と
の
プ
ラ
ス

面
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
報
告
で
あ

り
ま
す
。 

     

本
町
の
課
題
で
あ
る
地
域
の

活
性
化
対
策
等
に
つ
い
て
、
町

内
各
種
団
体
・
国
県
機
関
の
２０

団
体
と
町
の
課
題
解
決
、
地
域

の
振
興
策
を
探
る
べ
く
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
概
略

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

『
古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活
性

化
対
策
に
つ
い
て
』 

 

地
元
の
特
色
を
活
か
し
た
学

科
の
設
置
や
各
大
学
と
連
携
し

大
学
推
薦
枠
の
拡
大
等
に
よ
る

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、

中
高
一
貫
教
育
の
推
進
な
ど
を

行
い
、
学
校
を
活
性
化
し
て
も

ら
い
た
い
。
又
、
町
民
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
む
町
民
総
ぐ
る
み

の
組
織
づ
く
り
を
行
い
、
地
元

高
校
の
存
続
を
図
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
意
見
提
言
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。 

『
自
衛
隊
の
誘
致
拡
充
に
つ

い
て
』 

 

緊
急
災
害
支
援
対
策
の
充
実

や
本
町
の
定
住
人
口
の
増
加
対

策
、
経
済
活
性
化
対
策
な
ど
を

図
る
う
え
に
お
い
て
必
要
な
施

策
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
町
全 

伊子茂小中学校 薩川中学校 



 

広報せとうち（１５）  ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

 

体
の
組
織
化
を
図
り
是
非
誘
致

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

但
し
、
誘
致
に
は
賛
成
で
あ

る
が
、
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
住
民
感
情
や
将
来
へ
の
影

響
な
ど
地
域
住
民
と
の
十
分
な

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
り
、
誘
致

活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
な
ど
、
各
種
の
観
点
か
ら
貴

重
な
意
見
、
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。 『

行
財
政
改
革
や
地
域
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
』 

 

行
財
政
を
立
て
直
す
に
は
、

町
の
経
済
振
興
策
、
地
域
活
性

化
策
と
連
動
し
て
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。
更
に
、
へ
き
ち
診
療

所
の
民
間
委
託
、
船
舶
の
民
間

譲
渡
、
役
場
の
付
属
施
設
の
統

合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
、
職
員
定

数
や
行
政
の
見
直
し
等
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
税

増
収
対
策
と
合
わ
せ
て
納
税
意

識
を
高
め
る
啓
発
も
行
っ
て
も

ら
い
た
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

『
町
行
政
や
議
会
に
対
す
る

提
言
、
要
望
に
つ
い
て
』 

●
産
業
振
興
策
と
し
て 

 

修
学
旅
行
や
大
学
生
の
ゼ
ミ

旅
行
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
で
あ
る
が
、
宿
泊
施
設 

 

 

古
仁
屋
高
校
教
職
員
と
の 

 

意
見
交
換
会 

や
航
空
運
賃
の
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
改
善
に
つ
い
て
、
町

行
政
か
ら
国
や
県
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
。 

 

一
本
釣
り
漁
業
の
後
継
者
育

成
対
策
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

国
内
有
数
の
マ
グ
ロ
の
生
産

地
で
あ
る
本
町
の
基
幹
産
業
と

し
て
育
成
す
る
た
め
に
販
路
の

拡
大
や
観
光
等
に
生
か
す
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

 

商
店
街
や
市
街
地
の
環
境
整

備
等
、
商
店
街
の
活
性
化
を
促

す
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

●
町
の
経
済
、
雇
用
対
策
と
し

て 

 

地
域
活
性
化
、
地
方
分
権
の

観
点
か
ら
、
公
共
事
業
推
進
に

よ
り｢

イ
ン
フ
ラ
の
整
備｣

（
生

活
道
路
、
通
学
路
の
安
全
対
策
）、

｢

農
業
生
産
の
振
興
や
生
活
基

盤
の
整
備｣

を
図
っ
て
も
ら
い

た
い
。 

 

雇
用
対
策
と
し
て
、｢

町
版
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

の
推
進｣

（
川
や
海
な
ど
水
辺
空

間
の
環
境
対
策
）
を
図
り
、
若

者
が
安
心
し
て
働
き
、
定
住
で

き
る
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。 

●
町
行
政
や
議
会
へ
の
要
望
事

項
と
し
て 

 

社
協
の
運
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
の
で
、
補
助
金
の
増
額

と
合
わ
せ
て
事
務
所
賃
借
料

（
町
へ
月
額
１０
万
円
支
払
い
）

の
軽
減
に
つ
い
て
善
処
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

 

古
仁
屋
高
校
で
は
、
教
職
員

の
協
力
を
得
て
朝
課
外
授
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
加
計
呂
麻

島
か
ら
の
通
学
生
徒
が
朝
課
外

授
業
に
間
に
合
わ
な
い
状
況
で

あ
る
。
通
学
費
の
支
援
や
船
舶

へ
の
協
力
に
つ
い
て
対
処
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
。 

 

以
上
が
、
町
内
各
種
団
体
と

の
意
見
交
換
会
の
概
要
報
告
で

あ
り
ま
す
。 

 

                          

郵便局長会との意見交換会 

～議会を傍聴しませんか～ 

 次回の定例会は６月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（72－1072 直通） 



 

７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち（１６） 

                          

                          

       

 

       

 

  

 

                         

第２８回大島本島南部町村議会議員大会（大和村、宇検村、瀬戸内町で構成）が、４月

２０日（火）、本町中央公民館で開催されました。 

大会では、三町村の抱える課題解決に向けて、それぞれの町村が懸案事項を議題として

提出し審議しました。 

本町からは、｢離島における公立高校の定数基準の見直しについて｣（鎌田愛人議員が提

案理由説明）、また、三町村共通の議題として、｢地籍調査事業の推進と助成措置の見直し

について｣（向野 忍議員が提案理由説明）を提出し、それぞれ採択されました。 

会長あいさつを行なう堯議長 

三町村共通議題の提案理由説明を行なう  

向野 忍総務経済常任委員長 

本町議題の提案理由説明を行なう鎌田愛人  

文教厚生常任委員長 

 

政
権
が
交
替
し
、
国
の
様
々

な
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
地
方
行
政
は
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
金
制
度
か

ら｢

一
括
交
付
金｣

制
度
へ
と

移
行
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
自
治
体
ご
と
の

自
立
自
興
に
対
す
る
政
策
力

の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
行
政
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我
々
議
員

の
使
命
と
責
務
は
益
々
重
要

に
な
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、

現
在
、
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、｢

議
会
改
革｣

に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
町
民
皆
様
の

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
等
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。（
岡
田
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

 

委
員
長 

 

向
野 

 

忍 

 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

 

委 

員 
 

堯 
 

文
俊 

 
 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 
 

〃 
 

 

林 
 

健
二 

 
 

〃 
 

 

吉
見 

洋
和 



 

広報せとうち（１７）  ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

   

地上デジタル放送を受信するための簡易なチューナーの無償給付等の支援について 

 総務省では、経済的な理由等で地上アナログ放送から地上デジタル放送に移

行することが難しい世帯に対する支援を平成２１年度（２００９年度）から行

っており、平成２２年度も引き続き行うことを予定しています。 

（１）支援の対象となるのは？ 

対象世帯は、以下の世帯の中で NHK の放送受信料が全額免除となってい

る世帯です。 

① 生活保護などの公的扶助を受けている世帯 

② 障害者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民非課税を受けている世帯 

③ 社会福祉事業施設に入居し、自らテレビを持ち込んでいる世帯 

（２）受けられる支援の内容は？ 

  地上デジタル放送を受信するための「簡易なチューナー」の無償給付、訪

問設置を行います。アンテナ改修等が必要な場合にはその支援も行います。

また、共同受信施設やケーブルテレビを利用されている場合には、その改修

経費として支援を受ける世帯が負担する額の給付を行います。 

（３）支援の開始時期や申込先は？ 

  平成２２年４月以降を予定しておりますが、具体的な日程や申込先は未定

ですので、改めてお知らせいたします。 

（４）ご注意いただきたい点 

・ 支援の申込みには、NHK と受信契約を結び、全額免除の適用を受けるこ

とが必要です。 

・ 支援は現物給付です。御自身の購入したチューナー、アンテナ等の費用を

精算することはできません。 

（５）お問い合わせ先 

  （本支援に関するお問い合わせ先） 

・ 総務省 地デジチューナー支援実施センター 

 電話：０５７０－０３３８４０  FAX：０４４－９６６－８７１９ 

 IP 電話等、上記の電話番号がつながらない場合は 

      電話：０４４－９６９－５４２５ 

    平日午前９時～午後９時、土日祭日午前９時～午後６時 

    http//www.chidejishien.jp 

 （NHK の放送受信契約や免除に関するお問い合わせ先） 

・ NHK 視聴者コールセンター 

 電話：０５７０－０００５８８  FAX：０４４－８８８－４３４０ 

    IP 電話等、上記の電話番号がつながらない場合は 

    電話：０４４－８７１－８４４１ http//www.chidejishien.jp 

    平日午前９時～午後９時、土日祭日午前９時～午後６時 

 



７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン 広報せとうち（１８） 

☆ ６月は「環境月間」です ☆ 
 
 ６月５日は「環境の日」です。これは、１９７２年６月５日からストックホ

ルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。 
国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界環境デー」と定めており、

日本では、「環境基本法」（平成５年）が「環境の日」を定めています。 
「環境基本法」は、事業者及び国民の間に広く環境の保全についての関心と理

解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高めると

いう「環境の日」の趣旨を明らかにし、国、地方公共団体等において、各種行

事を実施することとしています。本町においても住民一人一人が環境保全のた

め、ごみのポイ捨てや不法投棄をなくし、環境に優しい街づくりを目指してい

くために全町民の積極的な環境美化活動への参加をお願いします。 
【問合せ先】 瀬戸内町役場生活環境課 ℡ ７２－１１１３ 

 

 

 

 

 
 
 

狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には登録と年１回の予防注射が義務づ

けられています。本年度も６月に実施いたしますので、案内状及び登録犬の鑑札を

ご持参の上受診してください。 【問合せ】役場生活環境課 ℡ ７２－１１１１ 

【狂犬病予防注射実施日程表】 

★手数料（一頭あたり） 狂犬病予防注射及び注射済票交付手数料 ３，０００円 

登録手数料(新規に登録する犬のみ)  ３，０００円 

 
 
 
 ６月１日から７月１２日は労働保険料の年度更新手続き期間です。 
◎ 労働保険（労災保険、雇用保険）年度更新手続きの時期が昨年度から更新さ

れました。６月はじめに送付されますが労働保険料申告書・納付書により、

平成２１年度の労働保険確定保険料・一般拠出金と平成２２年度労働保険概

算保険料の申告・納付を期間中に行っていただきますようお願いします。 
【問合せ先】                  
     鹿児島労働局労働保険徴収室 適用係 
     電話 ０９９－２２３－８２７６ 

実施日 ８日(火) ９日(水) １１日(金) １５日(火) １６日(水) １８日(金) 

実施地区 
加計呂麻 

実久地区 

加計呂麻 

鎮西地区 

請・与路 

地区 

本島側 

西方地区 

本島側 

山郷・東方地区 

古仁屋 

市街地 

☆ 犬の登録及び狂犬病予防注射のお知らせ ☆ 

☆ 労働保険年度更新手続きのお知らせ ☆ 



広報せとうち(１９)   ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

★ 自発的失業者に係る保険料軽減制度 ★ 
 倒産や解雇などで職を失った非自発的失業者の方を対象にした国民健康保険料の軽減制

度（届出に基づき、非自発的失業者の前年の給与所得を３０／１００として国民健康保険

料を算定）を平成２２年度から実施します。 

 

軽減制度について 

 倒産や解雇などで職を失った方（非自発的失業者）を対象にした国民健康保険料の軽減

制度を平成２２年度から実施します。軽減を受けるには、雇用保険受給資格者証を持参し

届出が必要です。 
 【 対 象 者 】 
 平成２１年３月３１日以降に職を失った６５歳未満の非自発的失業者 
（雇用保険の特定受給資格者及び特定理由離職者） 
 【 内  容 】 

非自発的失業者本人の前年の給与所得を３０／１００として国民健康保険料を算定します。  

 【対 象 期 間】 
 離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までです。 
 ただし、軽減は、２２年４月以降の保険料です。 
 再就職して他の健康保険等に加入した場合は、その時点で終了します。 

 【届出・問合せ先】 
  税務課 住民・国保税係 電話 ７２－１１１１（内線１８７） 
  届出には、雇用保険受給資格者証が必要です。必ずお持ちください。 

 

非自発的失業者に係る 

国民健康保険料（税）軽減の対象期間について 

 
 赤色の部分が軽減期間です 



   ７月４日日 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（２０） 

☆ 地デジの準備はおすみでしょうか？ ☆ 
 
※ 地デジ相談会・説明会のご案内 

 これまでのテレビ（地上アナログ放送）が終了して、地デジ（地上デジタル

放送）に完全移行する２０１１年７月まであと１年あまりとなりました。 

 もう、皆様のお宅は地デジの準備はお済でしょうか。 

 
  まだ、アナログ放送をご覧の皆様を対象に、      

     ・お住まいの地域は地デジが映るのか？ 

     ・地デジはどうしたら観られるのか？ 

 などのご相談を受ける地デジ相談会及び地デジを体験できる説明会を 

次の日程で開催します。事前の申し込みは必要ありません。お気軽に 

 ご利用ください。 

◇ 地デジ相談会と説明会の日程 ◇ 

   会  場 相談会（ロビー） 説明会（1階会議室） 

６月４日(金) 

 

瀬戸内町役場 

午前１０時 

   ～ 

午後４時 

午後２時 

   ～ 

  午後３時 

【問合せ先】 デジサポ鹿児島  099-812-8001 

瀬戸内町役場企画課   0997-72-1112 

 
 
 

弁護士・税理士・司法書士などのボランティアＮＰＯ司法過疎サポートネッ

トワーク（後援、鹿児島県青年司法書士会）による「法律・税金・登記などの

総合相談」をつぎのとおり、５箇所にて同時開催いたします。 
相 談 場 所 相 談 時 間 相 談 日 

瀬戸内町中央公民館 １０時～１８時 ６月２６日（土） 
加計呂麻島・諸鈍公民館 １０時～１６時 ６月２６日（土） 
加計呂麻島・瀬相公民館 １０時～１６時 ６月２６日（土） 
請島・請阿室公民館 １０時～１６時 ６月２６日（土） 
与路島・与路公民館 １０時～１５時 ６月２６日（土） 

※ 例えばこんな相談 「相続問題で親族とトラブル」「不動産売買での税金は」 
「先々代名義の土地の相続登記をしたい」などあらゆる分野の相談を受け付け

ますので、是非この機会をご利用下さい。（当日の相談のみ無料） 
会場にお越しになれない方には、法律家が、こちらからお伺いする出張相談に

も応じます。℡０３－３５９８－０４４４（マザーシップ司法書士法人担当へ） 

☆ 第１回くらしの総合相談（無料）のご案内 ☆ 



広報せとうち（２１）  ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

☆ ６月は「不法投棄防止強化月間」です ☆ 

☆ 平成２２年緊急雇用創出支援事業による雇用の募集について ☆ 

町では、厳しい雇用情勢に対応するため、失業者に対する短期の雇用創出・ 

就業機会の創出・提供を目的として、国の緊急雇用創出事業実施要領に基づく

鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用し、離職を余儀なくされた非正

規労働者、中高年齢者等の失業者に対して短期の雇用を確保します。 

【募集人数】 作業員 若干名 

【雇用期間】 （１期）平成２２年７月～１０月まで 4 箇月間 

       （2 期）平成 22 年 11 月～3 月まで 5 箇月間 

【業務内容】 防除作業、除草作業、その他管理等（農業に関連する作業） 

       伐採作業（農道伐採に限定） 

【就業時間】 8 時 30 分～17 時 15 分 休憩時間 60 分 

【賃金形態】 日給 7,500 円 月額換算 7,500 円×15 日＝112,500 円 

【応募資格】 ①現在失業中の方 

       ②申込み時において瀬戸内町に在住者の方（年齢、学歴は不問） 

       ③普通自動車免許を有する方 

       ④健康状態良好な方 

【申込手続】 

①申込先 役場農林課農政係 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 ℡ 72-1174  

②出書類 ア 履歴書（写真添付） 

     イ 失業中であることを証明できる書類（雇用保険受給資格者証、

離職票の写し、その他失業者であることを証明できる書類） 

ウ 現住所の確認ができる書類（運転免許証の写し、住民票の写し等） 

③受付期間 平成 22 年 6 月 14 日（月）～6 月 25 日（金）8 時 30 分～17 時 15 分まで  

【採用決定】 担当課において書類選考後、本人に結果を通知します。 

 

 
 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、６月を「不法投棄防止

強化月間」と定め、不法投棄防止の普及・啓発や産業廃棄物の不法投棄防止パ

トロール等を強化しています。 
 不法投棄は重大な犯罪です。不法投棄をなくし住みよい町をつくりましょう。 
違反者は廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、５年以下の懲役若しくは 
１，０００万円以下の罰金に処せられます。 
※ 産業廃棄物の不法投棄を発見した際は、問合せ先へご連絡ください。 
【問合せ先】                  「ＳＴＯＰ！不法投棄」 

役場生活環境課 ℡ ７２－１１１３ 
名瀬保健所 ℡ ０９９７－５２－５４１１ 

【詳しいことは】 
県庁廃棄物・リサイクル対策課 

 ℡ ０９９－２８６－２５７９ 



      ７月５日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会    広報せとうち（２２） 

    ☆台台風風災災害害等等にに備備ええ防防災災対対策策ををししっっかかりりとと！！☆☆  
 台風や豪雨の襲来は、予測できるからと安易に考えてはいけません。今までにも、私たちに  
何度も大きな災害をもたらしています。普段から、防災対策について確認しておきましょう。 

○屋根、窓ガラス、外壁にひび割れはないか点検する  ○飲料水や食料の確保を 
○ラジオやテレビなどで気象情報にはくれぐれも注意を ○町の防災無線をよく聞く  
○鉢植えや物干し竿などは室内へ ○停電に備えて懐中電灯やラジオの準備点検を 

 こんな前ぶれには注意を！ 
   斜面崩壊（がけくずれ）          地すべり                    土石流  
  ○がけに亀裂がはいる      ○地面にひび割れができる  ○山鳴りやドンという音 
  ○がけから水がわいてくる ○陥没や隆起が生じる     ○川の水が急激に減り始める 
  ○小石がパラパラと落ちてくる 
    避避難難予予定定場場所所……地地域域別別避避難難場場所所はは次次ののととおおりりでですす 
 台風や豪雨等により、災害の発生する危険性を感じたり、がけくずれ等の前兆現象を発見し、自

ら危険だと判断した場合は、隣近所に声を掛け合って自主的に避難するよう心がけましょう。  
地区 № 避 難 場 所 避難地域 地区 № 避 難 場 所 避難地域 

  1 嘉徳集会所 嘉  徳   31 実久集会所 実 久 
旧 2 節子集会所 節  子   32 芝集会所 芝 
  3 網野子集会所 網 野 子   33 薩川集会所 薩 川 
古 4 勝浦集会所 勝  浦 旧 34 木慈集会所 木 慈 
  5 阿木名集会所 阿 木 名   35 三浦集会所 三 浦 
仁 6 伊須集会所 伊  須 実 36 俵コミュニティーセンター  俵 
  7 蘇刈集会所 蘇  刈   37 瀬相集会所 瀬 相 
屋 8 嘉鉄集会所 嘉  鉄 久 38 嘉入離島住民生活センター  嘉 入 
  9 清水集会所 清 水   39 須子茂離島住民生活センター  須 子 茂 
地 10 手安集会所 手 安 地 40 阿多地集会所 阿 多 地 
  11 久根津集会所 久 根 津   41 西阿室離島住民生活センター  西 阿 室 
区 12 油井集会所 油 井 区 42 瀬武集会所 瀬 武 
  13 阿鉄集会所 阿  鉄   43 武名離島住民生活センター  武 名 
  14 小名瀬集会所 小 名 瀬   44 知之浦集会所 知 之 浦 

  15 瀬戸内町中央公民館 船 津   45 与路離島住民生活センター  与 路 

市  
街  
地  
区 

16 寿老園 瀬 久 井   46 池地集会所 池 地 
17 奄美の園 芦 瀬   47 請阿室生活館 請 阿 室 

18 瀬久井集会所 瀬 久 井   48 花富地区振興センター  花 富 

19 古仁屋小学校 
春日・松江 
・宮前   

旧 
49 加計呂麻園 伊 子 茂 

50 於斉高齢者コミュニティーセンター 於 斉 

20 古仁屋中学校 船津・松江   51 押角集会所 押 角 

21 県立古仁屋高等学校 
大湊・高丘 
宮前・須手 

鎮 52 勝能離島住民生活センター  勝 能 

  53 諸数集会所 諸 数 

  
22 高丘集会所 高 丘 西 54 佐知克集会所 佐 知 克 

23 古仁屋漁港 下間原地区  55 秋徳集会所 秋 徳 

  24 阿室釜集会所 阿 室 釜   56 野見山青少年研修センター  野 見 山 

旧  
西  
方  
地  
区 

25 篠川地区振興センター  篠 川 地 57 諸鈍集会所 諸 鈍 
26 古志集会所 古 志   58 生間集会所 生 間 
27 久慈集会所 久 慈 区 59 渡連集会所 渡 連 
28 旧花天分校 花 天   60 安脚場離島住民生活センター  安 脚 場 

29 管鈍集会所 管 鈍   61 徳浜集会所 徳 浜 

  30 西古見集会所 西 古 見      

 



広報せとうち（２３）  ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

6月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

30 31 1 2 3 4 5 
 ★母子相談

★元気な笑

顔教室 

★元気な足

腰講座 

★母親学級① ★遊びの広場 

★３歳児健診 

★男の料理

教室 

★スポーツ

講演会 

 

6 7 8 9 10 11 12 
 ★きゅら島

コツコツ 

スクール 

★母子相談

★元気な笑

顔教室 

★元気な足

腰講座 

★母親教室② 

★元気な笑

顔教室（阿鉄） 

★遊びの広場 

★ポリオ 

★元気な笑

顔教室（清水） 

★きゅら島

夜間コース 

 ★でぃ～う

もろー（俵） 

13 14 15 16 17 18 19 
★地区対抗

バレーボー

ル大会 

★きゅら島

コツコツ 

スクール 

★元気な笑

顔教室（久慈） 

★母子相談

★元気な笑

顔教室 

★元気な足

腰講座 

★母親教室③ 

★元気な笑

顔教室（篠川） 

★遊びの広場 

★３箇月児

健診（ＢＣＧ） 

★男の料理

教室 

 ★青少年育

成の日 

★でぃ～う

もろー（諸鈍） 

★親子教室 

20 21 22 23 24 25 26 
★家庭の日 

★総合検診 

★きゅら島

コツコツ 

スクール 

★総合検診 

★母子相談 

★総合検診 

★総合検診 ★遊びの広場 

★総合検診 

★総合検診 ★でぃ～う

もろー（薩川） 

27 28 29 30 1 2 3 
 ★きゅら島

コツコツ 

スクール 

★母子相談

★元気な笑

顔教室 

★元気な足

腰講座 

  

○スポーツ講演会、青少年育成の日、家庭の日の問合せは、社会教育課へ 

○地区対抗バレーボール大会は、バレーボール連盟へ 

○母子相談、母親学級、遊びの広場、元気な笑顔教室、元気な足腰講座、男の料理教室、３箇月児健診 

きゅら島コツコツスクール、きゅら島夜間コース、でぃ～うもろー、３歳児健診、総合健診の問合せは

保健福祉課へお願いします。 

※ ご存知ですか？ 社会には様々な人権問題があることを！ 

 人権について、勉強してみよう！ 今月の四字熟語    「一視同仁
いっしどうじん

」 
意味は、すべての人を平等に愛すること。 

偏見や思い込みから他者を傷つけることがないよう、正しい知識と人権感覚を 
身につけましょう。                      【社会教育課】 



７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会    広報せとうち(２４) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 4月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年金キャラクター

「もくもく」  

お
誕
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と
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海
奈

み
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奉
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仁
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々
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こ
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仁
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結
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お
め
で
と
う 

名 
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本 
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政
岡 
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古
仁
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沼
波
紀
美
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愛
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県 

 

宮

 

広
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佐
賀
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美
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嘉 
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樋
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洋
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宮
崎
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定
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智
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古
仁
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お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 

名 
 
  

年
齢 

 

本 

籍 

竜 
 

武
志 

５８ 

古
仁
屋 

橋
口 

信
久 

８５ 

古
仁
屋 

吉
久 

ハ
ツ 

９４ 

古 

志 

伊
藤 

範
子 

８４ 

古 

志 

 

香
典
返
し(

社
協
へ)

３
月
分 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所)  

稲
井 
均 

 

シ
ズ
子 

大

湊 

久
保 

毅 
 

義

英 

請
阿
室 

吉
久 

武
文 
ハ

ツ 

宮

前 

合
計 

金
４
０
，
０
０
０
円
也 

  

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
）  

 
 
 
 (

住
所)  

保 
 

達
男 

一
万
円 

習
志
野
市 

井
口 

律
子 

五
千
円 

品
川
区 

 

                          
「任
意
加
入
を
ご
存
知
で
す
か
」？ 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
は
原
則
六
十
歳
ま
で
で
す

が
、
年
金
の
受
給
権
を
獲
得
す
る
た
め
や
、
年
金
を
増
や
す
た

め
に
六
十
歳
以
降
も
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

六
十
五
歳
以
降
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、
四
十
年
間

の
加
入
期
間
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
保
険
料
を
納
め
た
か
に
よ
っ

て
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
四
十
年
間
（
四
八
○
月
）
全
て
保
険

料
を
納
付
し
て
満
額
（七
九
万
二
千
百
円
）で
す
。 

任
意
加
入
は
、
原
則
と
し
て
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
加

入
で
き
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く
、
年
金
額
が
少
な
い
人
は
、
自

分
の
未
納
期
間
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
厚
生

年
金
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）
・
共
済
組
合
（
公
務
員
等
）
の
被

保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
）
の
方
は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の

納
付
済
期
間
や
免
除
期
間
等
が
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
が
で
き
ま
す
。
（た
だ
し
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。
） 

任
意
加
入
で
き
る
期
間
は
、
年
金
額
の
増
額
は
六
十
五
歳
ま

で
、
受
給
権
の
獲
得
は
七
十
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
ま
で 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

「広報せとうち」に広告掲載できます 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦５cm×横８cm ５，０００円 

縦５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！  
【問合せ】企画課情報政策係７２－１１１２ 

 

水水水田田田農農農家家家ののの皆皆皆様様様へへへ   

戸別所得補償モデル対策の加入申請は 

お済ですか？ 

加入申請期限は、６６６月月月３３３０００日日日です。 

● 我が国の食料自給率向上と農業の再生を 

目指す対策です。 

【相談・問合せ】農林課農政係 ７２-1174 
鹿児島農政事務所農政振興課 099-222-0121 

 

 

５
月
号
の
ま
ち
の
話
題
「
旅
立
ち
の

宴
」
で
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。 

正 

久
田
博
法 

誤 

久
田
博
教 



広報せとうち（２５）   ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

～
今
年
で

４
半
世
紀

～ 

 

４
月
１１
日
、
町
観
光
協
会

（
横
山
貞
夫
会
長
）
主
催
の
コ

ー
ラ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
横
山
会
長
は
、「
こ

の
活
動
も
今
年
で
２５
年
目
を

迎
え
た
。
多
く
の
関
係
機
関
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い

る
お
蔭
、
観
光
協
会
だ
け
で
は

無
理
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
行
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
作
業
は
、
２
班
に
別
れ
、

地
上
班
は
、港
周
辺
の
清
掃
を
、

海
上
班
は
、
海
に
潜
り
海
底
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。 

連
休
を
前
に
、
ゴ
ミ
の
な
い

瀬
戸
内
で
、
観
光
客
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

    

 

～
鮮
魚
を
求
め
長
蛇
の
列
～ 

４
月
１８
日
、
加
計
呂
麻
島
の

瀬
相
港
広
場
で
、
加
計
呂
麻
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
か
け
ろ
ま
の
到
着
時
間
に

あ
わ
せ
ス
タ
ー
ト
し
た
バ
ザ
ー

は
、
各
テ
ン
ト
で
順
番
待
ち
が

で
き
る
な
ど
盛
況
で
、
特
に
漁

協
が
販
売
す
る
鮮
魚
（
ひ
き
、

う
る
め
）
を
中
心
に
買
い
物
を

す
る
人
が
多
数
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
加
計
呂
麻
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
島
唄
や
踊
り
な
ど

の
出
し
物
が
あ
り
、
買
い
物
の

手
を
休
め
、
写
真
を
撮
る
な
ど

バ
ザ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

        

～

義

永

氏

へ

委

嘱

～ 

４
月
１２
日
、
義
永
秀
親
氏

（
町
自
衛
隊
協
力
会
顧
問
）
が
、

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
の
制
度
は
、
平
成
６
年
度
に

開
始
。
自
衛
隊
へ
の
意
見
を
聴

衆
し
、
真
の
姿
を
地
域
の
方
々

に
普
及
す
る
役
割
が
あ
り
、
九

州
・
沖
縄
で
約
２０
～
３０
名
程

度
が
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。 

鹿
児
島
県
で
は
、
義
永
氏
を

含
む
２
名
が
委
嘱
さ
れ
、
２
年

の
任
期
期
間
中
、
自
衛
隊
と
地

域
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
奮

闘
し
ま
す
。 

       

～
奄
美
の
野
生
動
物
が
目
印
～ 

３
月
３０
日
、
平
成
２１
年
度

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推

進
事
業
で
導
入
さ
れ
た
、
移
動

図
書
館
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
移
動

図
書
館
車
は
、
平
成
８
年
度
に

購
入
し
た
も
の
で
、
老
朽
化
に

よ
る
故
障
の
多
発
や
雨
漏
り
な

ど
の
弊
害
が
あ
り
、
利
用
者
に

不
便
を
強
い
て
い
ま
し
た
。
新

移
動
図
書
館
車
に
な
り
、
雨
の

日
で
も
、
移
動
図
書
館
車
の
到

着
を
待
っ
て
い
る
加
計
呂
麻
地

区
の
人
た
ち
へ
、
本
を
濡
ら
す

こ
と
な
く
提
供
す
る
こ
と
が
出

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

       

～
古
仁
屋
の
味
が
５
位
に
～ 

４
月
１７
～
１８
日
開
催
さ
れ

た
、
第
２
回
九
州
ご
当
地
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
（
福
岡
市
な
ど

主
催
）
に
、
本
町
の
「
上
原
か

ま
ぼ
こ
店
」
が
参
加
し
、
１８
団

体
中
５
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
の

隠
れ
た
食
を
発
掘
し
、
九
州
を

元
気
に
し
よ
う
と
昨
年
か
ら
始

ま
り
、
今
回
は
、
九
州
７
県
が

参
加
し
て
い
ま
す
。 

上
原
さ
ん
は
参
加
に
あ
た
り
、

２
千
食
分
の
材
料
を
準
備
し
ま

し
た
が
、
途
中
で
売
り
切
れ
る

な
ど
、
昔
な
が
ら
の
味
に
人
気

が
集
ま
り
ま
し
た
。 
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西
部
方
面
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オ
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ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

納車された移動図書館車 

魚 協 テ ン ト 前 

上原かまぼこ実演販売 

委嘱状を手に義永さん 

集まったゴミをトラックへ 



 

   ７月４日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち（２６） 

～
離
島
の
苦
労
を
子
ど
も
目
線
で
～ 

４
月
３０
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制

作
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
漆
山
真

生
さ
ん
と
瀬
戸
内
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
（
佐
々
木
秀
敏
監
督
）

の
メ
ン
バ
ー
が
表
敬
訪
問
に

訪
れ
ま
し
た
。漆
山
さ
ん
は
、

教
育
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
「
カ
ラ
フ
ル
」

の
担
当
者
で
、
加
計
呂
麻
か

ら
野
球
に
通
う
子
ど
も
を
主

人
公
に
、
大
好
き
な
野
球
に

熱
中
す
る
子
ど
も
達
の
様
子

や
島
で
の
生
活
を
描
く
た
め

取
材
依
頼
に
訪
れ
た
も
の
で

す
。番
組
は
、６
月
３
日（
木
）

放
送
予
定
。 

       

～
や
っ
ぱ
り
海
が
好
き
～ 

４
月
１６
日
は
、
旧
暦
の
３

月
３
日
で
し
た
。
海
洋
の
町

の
住
民
達
は
、
こ
の
日
ば
か

り
は
仕
事
を
忘
れ
、
浜
へ
と

繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
町
内
の
学
校
は
伝

統
行
事
で
あ
る
浜
下
り
の
文

化
を
尊
重
し
、
午
前
授
業
で

協
力
、
家
族
と
、
友
達
と
一

緒
に
な
っ
て
、
海
に
親
し
む

時
間
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

            

～
２
年
ぶ
り
の
優
勝
～ 

 

５
月
１
～
２
日
、
第
９
回

中
学
校
野
球
古
仁
屋
大
会
が

清
水
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
喜
界
、

徳
之
島
を
含
む
群
島
内
の

１３
チ
ー
ム
が
参
加
。
試
合
は

地
元
の
応
援
に
力
を
得
た
古

仁
屋
中
学
校
が
、
決
勝
で
金

久
中
学
校
を
破
り
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

      

  

キャンペーン中（６月３０日まで） 

・嫌なニオイ徹底的に除去！もちろん省エネ効果も！ 

・エアコン内部のカビ、ホコリ、ダニ、タバコのヤニ等 

高圧洗浄にて根こそぎ洗い流します。 

・通常価格 12,600円➞➞➞9,450円（税込） 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  ７２－１２２８ 

歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

☆ 各種宴会予約承ります 

料金はご予算に応じます 

★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 

問い合わせ・予約は下記までお願いします 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日 ℡72-2276 fax 72-1708  
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★ 太陽光システムには１０年間の保証付き 

★ 余力電力は売電できます 

★ 今なら国からの補助金も！ 

料金シュミレーション等 

お気軽にお問合せ下さい 

(有)ニシナ電器 代表 仁科 昇 

℡ ７２－０７７４ 

編集後記 

 ５月６日、奄美は梅雨に入りましたが、

梅雨の語源の１つに、この季節、湿度が高

く黴（カビ）が生えやすいから「黴雨
ばいう

」と

呼ばれ、音が転じて「梅雨」になったとあ

ります。これからは、衛生管理に気を配り、

食中毒などに注意したいものです。 

浜

下

り

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
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	★　自発的失業者に係る保険料軽減制度　★
	軽減制度について



